



























央労働組合組織」（Central Trade Union Organisation: CTUO）と，ナショナル
センター（およびその傘下の労働組合）が主導する賃金や労働条件の改善，向上を
主要な目的とする運動の動態に関する分析，記述が大きな位置づけにある



























































と り あ げ る 研 究 はDatt（1997），Kannan（1999），RoyChowdhury（2003），



















影 響 力 は 弱 く な っ て い る（Punekar, Deodhar and Sankaran 1994; Venkata 
Ratnam 2006; 太田 2009）。
1-1．独立系労働組合の台頭1）
　インドで最初の労働組合であるマドラス労働組合が誕生したのは1918年であ











共産主義勢力（Shyam Sundar 2005, 921）であった。そこで会議派が過激な労
1）本節の労働運動史は太田（2009）による。



































































































































































































ド最大のナショナルセンターの地位をインド労働者連盟（Bharatiya Mazdoor Sangh: BMS）に明
け渡している。


































































































行われていたからである（Sundaram 1997; Sen 1997; 太田 2011）。CTUOも1980年代から非組
織の組織化に取り組んでいる（Shyam Sundar 2006）。












































































2012）。同時に，1970年にインド共産党（Communist Party of India: CPI）系の
労働組合の全インド労働組合会議（All India Trade Union Congress: AITUC）
が分裂し，インド共産党（マルクス主義）（Communist Party of India [Marxist]: 









ーストライキを支援するために，労働組合連帯委員会（Trade Union Solidarity 
Committee: TUSC）が結成され，それを基盤にする形で，のちのNTUIにつな
13）NTUI副会長（当時。現特別招聘）のD・タンカッパン氏への聞き取り（2007年11月24日実施）。
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がる独立系労働組合の運動を全国に展開することになった。その際，CTUOの1









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ライアンス（Asia Floor Wage Alliance）の国際コーディネーターも務めている20）。
　またタミルナードゥ州のチェンナイ市周辺を拠点とし，NTUI第1期から共同
幹事，幹事を2期ずつ務めているスジャータ・モディーは，「女性労働組合」（Penn 
Thozhilalargal Sangam: PTS）と「アパレル＆ファッション労働者組合」（Garments 
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いが，CTUO認定を希望する労働組合からの申請提出期日直後の2013年4月に，



























































上記 計 9000万～1億 2488万



















































































































（Textile Labour Association: TLC）に設けられた女性部門に求めることができる。
そして1968年に同部門のトップに就任した弁護士イラ・バット主導のもと，
1972年に労働組合としての登録を果たした29）。1974年にはSEWA協同組合銀


























































































































認識と自主教育」（Social Awareness and Voluntary Education: SAVE）は，児童
労働の根絶，女性と若年層のエンパワメント，公正な労働基準の促進，また貧困
層／貧困コミュニティの包括的開発に取り組んでいる34）。SAVE内の1ユニット
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（4）　Women’s Voice（「女性の声」）
























（Working Women’s Forum （India）: WWF（I））である36）。WWF（I）はタミ
35）女性の声および家事労働者組合事務局長のルース・マノーラマ氏および女性の声コーディネーター
兼オーガナイザーのシーラ氏への聞き取りより（順に2008年11月12日，13日実施）。











ンド協同組合ネットワーク社」（Indian Co-operative Network for Women Ltd.）





発 展 の 実 現 を め ざ すNGOに，「 労 働・ 開 発 協 会 」（Society for Labour and 
Development: SLD）がある。2006年創設のSLDも，コミュニティでのパートナ
ーとして労働組合を挙げる37）。労働組合，女性団体，若者が組織する団体，さら







































































































































































































ロイ, アルンダティ 2012. 本橋哲也訳『民主主義のあとに生き残るものは』岩波書店 （Arundhati 
Roy, The Collective Essays of Arundhati Roy. Tokyo: Iwanami Shoten. 2012）.
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略称 英語名称 日本語名称 備考






















CPI Communist Party of India インド共産党 政党
CPI（M）














Working Women’s Forum 
（India）
インド働く女性フォーラム NGO
CITU Centre for Indian Trade Union インド労働組合センター CPI（M）系労働組合
BMS Bharatiya Mazdoor Sangh インド労働者連盟 民族奉仕団（RSS）系労働組合
KKPKP
Kagad Kach Patra Kashtakari 
Panchayat
有価廃棄物収集労働者労働組合 独立系労働組合
GKS Gruha Karmikara Sangha 家事労働者組合 WVの姉妹組織
RMMS Rashtriya Mill Mazdoor Sangh 国民繊維工場労働組合 INTUC傘下労働組合
BSU Binodini Shramik Union 娯楽産業労働者組合 NTUI傘下労働組合
SEWA
















Social Awareness and Voluntary 
Education
社会的認識と自主教育 NGO
WV Women’s Voice 女性の声 NGO
PTS Penn Thozhilalargal Sangam 女性労働組合 NTUI傘下労働組合
TLC Textile Labour Association 繊維労働組合 SEWAの結成初期の母体の労働組合
NCL National Centre for Labour 全国労働センター 独立系労働組合
AITUC All India Trade Union Congress 全インド労働組合会議 CPI系労働組合
CTUO
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略称 英語名称 日本語名称 備考
NUWW
National Union of Working 
Women
働く女性全国労働組合 WWF（I）姉妹組織
HMS Hind Mazdoor Sabha ヒンド労働者連盟 独立系労働組合（旧社会党系）
― Prayas プラヤス NGO
―
Malarch Women's Resource 
Centre
マラーチ女性資源センター NGO
NTUI New Trade Union Initiative 新しい労働組合イニシアティブ 独立系労働組合
TUSC




Centre for Labour Research and 
Action
労働調査・行動センター NGO
MAM Majdoor Adhikar Manch 労働者の権利フォーラム 労働組合
LRC Labour Resource Centre 労働リソース・センター SAVE内の労働者支援ユニット
SLD
Society for Labour and 
Development
労働・開発協会 NGO
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